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特集「浜下れ」

まちの話題「郡体」

議会だより

お知らせほか

玉黄金

７月号の主な内容

　７月１４日から１６日の３日間に奄美群島

各地で第７１回県体第５８回大島地区大会

（郡体）が行われました。龍郷町で開催され

たソフトボール男子は１０年ぶりの優勝を果

たしました。
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2017

( 平成 29 年 )

郡体「ソフトボール男子」祝優勝！
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芦徳

浦

浜
下
れ

　

港
で
舟
こ
ぎ
レ
ー
ス
を

行
い
ま
す
。
ヤ
ホ
（
櫂
）

の
代
わ
り
に
ス
コ
ッ
プ
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
舟
を
漕
ぐ

変
わ
り
種
チ
ー
ム
も
出

場
。
港
は
多
数
の
参
加
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

浦
生
活
館
で
運
動
会
を
行
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
飴
食
い
競
争
等
を
行
っ
た
後
は
、

全
員
で
八
月
踊
り
。
集
落
一
体
と
な
り
浜
下

れ
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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安木屋場

嘉渡

　

６
月
11
日
か
ら
７
月
９
日
の
期
間
に
奄

美
の
伝
統
行
事
で
豊
作
を
祈
る
祭
り
で
あ

る
「
浜
下
れ
」
が
各
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
集
落
は
舟
こ
ぎ
競
争
や
運
動
会
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

浜
下
れ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

港
で
舟
こ
ぎ
を
行
い
ま
す
。
１
レ
ー
ス

３
チ
ー
ム
が
競
争
し
、
チ
ヂ
ン
太
鼓
に
よ

る
応
援
を
受
け
、
夕
暮
れ
の
嘉
渡
の
海
を

走
り
ま
し
た
。

　

港
で
八
月
踊
り
を
行
い
、
日
が
暮
れ
た
後
は
児
童
会

館
へ
移
動
し
カ
ラ
オ
ケ
等
の
余
興
を
楽
し
み
ま
す
。
六

調
に
な
る
と
ヤ
ホ
を
使
っ
た
踊
り
や
、
エ
リ
マ
キ
ト
カ

ゲ
を
模
し
た
踊
り
な
ど
が
飛
び
出
し
、
会
場
で
は
笑
い

声
が
響
き
ま
し
た
。
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○ソフトボール男子
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夏熱戦 「郡体」

○ゴルフ

　７月１４日から３日間、奄美群島各地で第７１回県体第５８回大島
地区大会（郡体）が開催されました。地元開催競技としてソフトボー
ル男子が龍郷町中央グラウンドで行われ、並みいる強敵と熱戦を繰り
広げ、１０年ぶりとなる優勝を果たしました。この他に龍郷町では水
泳が３年連続で総合優勝、女子バレーが優勝と優秀な成績を残しまし
た。各地区の誇りを掛けて、暑さを吹き飛ばすプレイを見せた選手た
ちに応援に駆け付けた観客も会場一体となって盛り上がりました。

○バドミントン

○ハンドボール

龍郷町開催「ソフトボール男子」優勝！



広報たつごう　6

　社会を明るくする運動は犯罪や非行をした人たち
の立ち直りを支え、安心・安全な地域社会を築こう
とする全国的な運動です。北大島保護区保護司会で
は７月３日に街頭キャンペーンを町内一円で行いま
した。罪を犯した人の更生について理解を深め、明
るい社会を目指して犯罪防止に努めていきます。

　６月２４日に「西郷どんはどうして偉いの？」と
題し、第２回子ども博物学士講座が開催されました。
前半は龍郷町生涯学習センター「りゅうがく館」の
講堂でビデオや講話で学び、後半はバスで龍郷集落
へ移動し、西郷隆盛が住んでいた地や西郷隆盛の妻
である愛加那の墓などを見学しました。

犯罪や非行の無い社会へ
社会を明るくする運動強調月間

西郷どんについて学ぶ
第２回子ども博物学士講座

北大島保護区保護司会の皆さんと町長他

西郷隆盛について学ぶ参加者

西郷隆盛が龍郷で二度目に潜居した土地現在も当時の石垣が残されている。

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場企画観光課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成 29 年 6 月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

3,023
6,011
2,911
3,100

   +13
   +21
   +14
   +7

▲

▲
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・一般質問（４名が登壇）・・・・・   ８～１１ページ
・議決結果   ・・・・・・・・・・・     　１２ページ

龍郷町

議会だより
発行 /龍郷町議会

編集 /議会だより編集委員会

〒 894-0192

大島郡龍郷町浦 110 番地

ＴＥＬ 0997-62-3111（内線 155）

ＦＡＸ 0997-62-2535

平成２９年第２回定例会

第１７５号

　第６０回奄美群島市町村議員大会が５月１８日（木）、与論砂美地来館で開

催されました。各市町村から提出された議題６件が採択、奄美群島振興交付金

の充実・拡充や「奄美大島、徳之島、沖縄北部及び西表島」の世界自然遺産登

録の推進など１７項目が議決されました。

議員大会の様子
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問　

　

奄
美
世
界
自
然
遺
産
ト
レ
イ

ル
へ
向
け
て
本
町
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
27
年
度
鹿
児
島
県
が
策

定
し
た
、
奄
美
群
島
持
続
的
観

光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
取
り
組

み
の
中
で
進
め
て
い
る
事
業

で
、
県
庁
自
然
保
護
課
に
よ
り

ま
す
と
、
本
町
の
ル
ー
ト
選
定

予
定
は
平
成
30
年
度
以
降
の
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

安
木
屋
場
鯨
浜
一
体
の
自
然

を
生
か
し
た
観
光
拠
点
施
設
と

し
て
の
整
備
計
画
は
。

　

答
（
町
長
）

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
、

龍
郷
町
観
光
振
興
計
画
に
基
づ

き
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年
３
月

に
奄
美
群
島
国
立
公
園
の
第
２

種
特
別
区
域
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
検
討

課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

職
員
の
職
務
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、意
識
調
査（
ア
ン
ケ
ー

ト
）
の
実
施
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）

　

現
在
こ
の
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
職
員
の
業
務
に

対
す
る
意
識
に
つ
き
ま
し
て

は
、
人
事
評
価
記
録
書
や
異
動

申
告
書
の
中
で
把
握
で
き
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て
の

基
準
は
。

　

答
（
町
長
）

　

雇
用
と
年
金
の
接
続
を
図
る

た
め
の
制
度
で
あ
り
、
基
準
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
退
職

者
へ
の
意
向
調
査
を
行
っ
た
う

え
で
、
希
望
者
が
分
限
事
由
等

に
該
当
せ
ず
、
勤
務
実
績
の
良

好
な
も
の
に
つ
い
て
任
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

問　

　

２
０
１
９
年
度
に
向
け
て
の

非
常
勤
職
員
や
臨
時
職
員
へ
の

処
遇
改
善
（
ボ
ー
ナ
ス
等
）
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用

の
厳
格
化
や
一
般
職
非
常
勤
職

員
へ
の
期
末
手
当
の
支
給
が
可

能
と
な
る
等
の
制
度
の
改
正
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

国
か
ら
の
通
達
や
「
事
務
処
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
に
基
づ
き
、

施
工
期
日
で
あ
る
平
成
32
年
４

月
ま
で
の
間
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

教
育
行
政
に
つ
い
て
、
今
回

で
３
回
目
の
質
問
と
な
り
ま
す

が
、
臨
床
心
理
士
の
配
置
の
お

考
え
は
。

　

答
（
教
育
長
）

　

今
で
の
答
弁
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
臨
床
心
理
士
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
対
応
し
て

德永 義郎 議員

い
く
つ
も
り
で
す
し
、
よ
り
専

門
的
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
県

や
大
島
児
童
相
談
所
へ
の
相

談
、
町
内
の
そ
の
よ
う
な
活
動

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
医
師
で

の
対
応
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

手広・赤尾木集落の風景

安木屋場「鯨浜」を望む

                                      

次の定例会は９月中旬を予定しています。

あなたも議会を傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

当日は受付用紙に住所氏名を記入するだけです。
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問　

　

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
構
想
に

向
け
た
取
組
み
状
況
と
本
町
農

業
の
現
状
を
分
析
し
た
結
果
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
農
業
の
現
状
と
し
ま
し

て
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
担
い

手
に
成
り
得
る
農
家
の
不
足
等

に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
等
の
発

生
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
新
規
就
農
者
及
び
担
い
手

の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
町
に

見
合
っ
た
規
模
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
近
隣
市
町
村
の
状

況
を
鑑
み
、
建
設
に
向
け
て
協

陸
上
競
技
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
面
積
や
陸

上
競
技
と
野
球
競
技
場
が
競
合

す
る
等
の
理
由
に
よ
り
、
現
在

の
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
両
競
技

種
目
が
利
用
で
き
る
「
ク
レ
イ

舗
装
」
の
再
整
備
を
検
討
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今
年
か
ら

「
奄
美
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド

協
会
」
の
賛
助
会
員
と
し
て
加

入
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

伊集院 巌 議員

か
り
、
観
光
客
等
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
目
的
で
、
６
月
４
日
笹
森
儀

助
顕
彰
碑
を
建
立
し
た
龍
郷

（
小
浜
）
の
県
道
植
栽
敷
を
利

用
し
、
案
内
板
・
休
息
所
・
ベ

ン
チ
・
外
灯
・
植
栽
等
、
ま
た
、

渡
久
地
政
信
先
生
顕
彰
碑
・
島

の
ブ
ル
ー
ス
歌
碑
と
の
間
に
横

断
歩
道
の
整
備
を
、
今
年
度
県

事
業
の
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く

り
事
業
で
整
備
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

議
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

島
育
ち
産
業
館
の
経
営
は
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思

わ
れ
る
が
、
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
構
想
の
中
で
、
島
育
ち
産

業
館
の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い

の
か
。

　

答
（
農
林
水
産
課
長
）

　

施
設
面
で
の
活
用
は
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
研
修
セ
ン
タ
ー
で

作
っ
た
作
物
を
島
育
ち
館
で
販
売

す
る
形
で
活
用
す
る
こ
と
は
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

現
在
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

陸
上
競
技
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー

競
技
等
併
用
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
競
技
種
目
ご
と
に
整

備
で
き
な
い
も
の
な
の
か
。

　

答
（
教
育
長
）

　

平
成
23
年
度
に
「
龍
郷
町
総

合
運
動
公
園
整
備
計
画
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

　

問　

　
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映
は
来

年
で
す
。
追
い
風
を
逃
さ
ず
、

大
き
く
帆
を
広
げ
て
風
を
捉
え

観
光
振
興
に
繋
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
郷
公
園
予
定
地
の
整
備
内

容
は
。

　

答
（
町
長
）

　

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

放
映
を
契
機
と
し
て
西
郷
フ
ァ

ン
・
歴
史
フ
ァ
ン
の
誘
客
を
は

観
光
振
興
に
つ
い
て

総
合
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

農
政
に
つ
い
て

現在の龍郷町総合グランド

建立した笹森儀助顕彰碑
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問　

　

今
年
度
の
課
編
成
の
目
的
と

効
果
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
農
業
の
振
興
に
む
け
て

農
政
と
農
業
基
盤
整
備
の
連
携

を
図
る
目
的
で
地
域
整
備
課
か

ら
農
業
部
門
を
移
管
し
て
建
設

課
と
農
林
水
産
課
を
編
成
。

　

観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済

活
性
化
と
地
方
創
生
総
合
戦
略

の
推
進
を
積
極
的
に
進
め
る
た

め
総
務
企
画
課
を
総
務
課
と

し
、
企
画
観
光
課
を
新
設
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
効
果

に
つ
い
て
は
検
証
し
ま
す

　

問　

　

町
内
の
ト
イ
レ
の
整
備
予
定

は
。

　

答
（
町
長
）

　

町
管
理
の
ト
イ
レ
は
５
か

所
、
港
内
に
あ
る
ト
イ
レ
は
５

か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
設
置
予
定
は
、
奄
美
自
然

観
察
の
森
・
倉
崎
海
岸
・
り
ゅ

う
が
く
館
前
の
公
園
整
備
地
な

ど
に
設
置
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

　

問　

　

円
か
が
ん
ば
な
ト
ン
ネ
ル
の

駐
車
場
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　

答
（
町
長
）

　

大
島
支
庁
建
設
課
の
方
で
、

街
路
樹
の
ソ
テ
ツ
の
撤
去
を
行

い
、
カ
ー
ブ
の
見
通
し
を
良
く

す
る
対
策
を
講
じ
て
有
り
ま

す
。

　

駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て
は

大
島
支
庁
と
協
議
い
た
し
ま

す
。

　

問　

　

町
内
宿
泊
施
設
の
把
握
と
連

携
は
。

　

答
（
町
長
）

　

28
年
度
時
点
の
宿
泊
施
設
は

11
施
設
、
客
室
数
は
、
洋
室

１
０
２
室
、
和
室
14
室
で
収
容

人
数
は
、
４
２
８
人
で
す
。

　

町
内
の
観
光
関
連
事
業
所
を

対
象
に
し
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
を
基
に
、
数
値
目
標
と

し
て
掲
げ
て
、
今
後
、
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

問　

　

西
郷
ゆ
か
り
の
地
整
備
計
画

に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）

　
（
西
郷
ど
ん
）
の
放
映
決
定

を
契
機
に
龍
郷
（
小
浜
）
地
区

の
公
園
整
備
を
県
の
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
事
業
で
整
備
し

て
頂
く
よ
う
、
強
く
要
望
し
て

い
ま
す
。　

　

問　

　

西
郷
菊
次
郎
氏
の
顕
彰
活
動

は
。

　

答
（
町
長
）

　

本
町
と
し
て
は
、
放
映
に
向

け
て
り
ゅ
う
が
く
館
の
一
画
を

展
示
ブ
ー
ス
と
し
て
、
拓
殖
大

伊勢 勝義 議員

学
や
鹿
児
島
市
立
西
郷
南
洲
顕

彰
館
所
蔵
の
「
西
郷
隆
盛
並
び

に
西
郷
菊
次
郎
」
に
関
す
る
特

別
展
示
や
関
連
行
事
を
計
し
て

お
り
ま
す
。

　

龍
郷
の
地
で
生
を
受
け
た
西

郷
菊
次
郎
氏
を
、
こ
の
機
会
に

町
内
外
、
全
国
に
発
信
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
編
成
に
つ
い
て

円集落に設置されているトイレ

円かがんばなトンネルを望むスポット

龍郷町名誉町民「西郷菊次郎」近影
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問　

　

７
校
区
で
開
催
。
成
果
と
評

価
、
今
年
度
初
開
催
と
な
っ
た

経
緯
、
意
見
や
要
望
に
対
す
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
。

　

答
（
町
長
）

　

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
準

備
が
整
い
、
分
か
り
易
い
予
算

説
明
資
料
を
提
供
で
き
た
の

で
、
本
町
の
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
ご
理
解
頂
け
た
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
す
ぐ
実
施

で
き
る
事
案
、
実
現
ま
で
に
数

年
か
か
る
事
案
、
検
討
を
要
す

る
事
案
等
課
題
の
整
理
を
し
な

が
ら
担
当
課
に
お
い
て
進
行
管

理
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

問　

　

人
事
異
動
の
基
準
、
職
員
の

適
正
把
握
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　

政
治
倫
理
ま
た
は
公
務
員
倫

理
上
、
住
民
の
不
信
や
疑
惑
を

招
く
可
能
性
の
あ
る
人
事
配
置

は
議
論
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

答
（
町
長
）

　

在
籍
年
数
や
移
動
履
歴
を
参

考
に
、
多
く
の
職
務
を
経
験
で

き
る
よ
う
、
ま
た
総
務
課
人
事

に
お
い
て
異
動
申
告
所
や
人
事

評
価
記
録
書
を
参
考
に
職
員
の

適
正
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

問　

　

町
長
が
不
在
時
の
災
害
対
策

本
部
長
の
職
務
代
理
者
は
誰

か
？
本
町
の
防
災
対
策
・
計
画
は
。

　

答
（
町
長
）

　

職
務
代
理
は
副
町
長
、
あ
る

い
は
教
育
長
が
行
い
ま
す
。
平

成
26
年
３
月
に
町
の
地
域
防
災

計
画
を
大
幅
に
見
直
し
、
災
害

応
急
対
策
や
災
害
復
旧
復
興
対

策
な
ど
を
こ
の
防
災
計
画
に
基

づ
き
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
３

月
に
は
保
存
版
の
「
龍
郷
町
防

災
ガ
イ
ド
」
を
全
世
帯
に
配
布

し
、
平
時
か
ら
の
災
害
対
策
に

つ
い
て
意
識
啓
発
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

問　

　

龍
郷
町
の
未
来
の
た
め
に
、

有
権
者
が
大
事
な
１
票
を
投
じ

る
判
断
材
料
が
少
し
で
も
多
い

ほ
う
が
選
挙
及
び
、
町
政
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
エ
フ
エ
ム
龍
郷
や

龍
郷
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活
用

し
、
選
挙
公
報
の
質
を
高
め
る

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　

答
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

　

有
権
者
の
皆
様
に
立
候
補
者

の
政
策
等
を
周
知
す
る
手
段
と

し
て
エ
フ
エ
ム
龍
郷
と
の
連
携

は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

主
催
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
出

来
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

答（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

　

有
権
者
の
皆
様
が
清
き
１
票

を
投
じ
る
た
め
に
、
投
票
に

行
っ
て
頂
く
た
め
に
も
、
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
連
携
し
啓
発
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

圓山 和昭 議員

予
算
説
明
会
及
び

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

人
事
異
動
に
つ
い
て

危
機
管
理
に
つ
い
て

選
挙
公
報
に
つ
い
て

予算説明会及び行政懇談会の様子
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特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
御
請
求
く
だ

さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
年
金
給
付
を

受
け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の
う

ち
、
ど
な
た
か
一
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族
で
、

三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、
法
律
に
よ

り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
支
給
内
容
…
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
税
務
課　

戸
籍
係

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
９

人
権
同
和
問
題
啓
発
月
間

　

鹿
児
島
県
で
は
、
８
月
を
人
権
同
和

問
題
啓
発
強
調
月
間
と
定
め
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者

　

　

　

　

町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

　

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に
あ
た

り
、
本
年
も
日
清
・
日
露
戦
争
以
降
の

本
町
出
身
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
て
、
町

を
挙
げ
て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、

左
記
日
程
に
よ
り
追
悼
式
を
挙
行
致
し

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
戦
争
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
の
時
報
に
合
わ
せ
て
正
午
か
ら
１
分

間
の
黙
祷
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
29
年
８
月
15
日
（
火
）  

　
　
　
　
　

午
前
10
時
半
～

▼
場
所　

「
平
和
の
塔
」
前

（
り
ゅ
う
が
く
館
隣
）

第
十
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
よ
り
第
十
回
特
別
弔

慰
金
の
請
求
受
付
が
始
ま
っ
て
お
り
、

我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た

戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
る
た
め
、
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
て
お
り
ま
す
。
請
求
期
限
が
平

成
30
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
十
回

等
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
様
々
な
人
権

問
題
が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
「
部
落
差
別

解
消
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
「
現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
す
る
」
と
明
記
し
、
「
部
落

差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と

の
認
識
の
下
に
、
「
部
落
差
別
を
解
消

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
国
民
一
人
一
人

の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
に

よ
り
、
部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
県

民
一
人
一
人
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

８
月
無
料
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
お
り
、
龍
郷
町
民
も
無
料
で

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
（
先
着

順
）

･

10
日
（
木
）
平
賀　

宏
典　

弁
護
士

（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
）

･

17
日
（
木
）
鈴
木　

穂
人　

弁
護
士

（
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
）

･

24
日
（
木
）
前
田　

昌
宏　

弁
護
士

（
午
前
11
時
～
午
後
12
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分
）

◇
ひ
と
り
30
分
（
続
け
て
の
申
し
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

奄
美
市
役
所

　
　

市
民
協
働
推
進
課
市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

（
内
線
１
７
１
６
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

重
度
の
心
身
障
害
者
が
医
療
に
要
し

た
費
用
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
，
健

康
の
保
持
増
進
，
経
済
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
を
所

持
し
て
い
る
方

　

②
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
を
所
持
し

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

①
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証
、
通
帳
を
ご
持
参
し
お
越
し
く
だ
さ

い
。
既
に
登
録
、
助
成
を
受
け
て
い
る

方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
４

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
及
び

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
金
の
支
給
日
変
更

　

現
在
、
申
請
書
の
受
付
を
毎
月
20
～

25
日
を
締
め
切
り
と
し
、
翌
月
の
第
１

木
曜
日
を
支
給
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
25
日
～
31
日
に
申
請
す
る

と
翌
々
月
の
第
１
木
曜
日
に
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
例
：
平
成
29
年
６
月
20
日
に
申
請
→

第
１
木
曜
日
の
平
成
29
年
７
月
６
日
に

支
給
）

（
例
：
平
成
29
年
６
月
30
日
に
申
請
→

第
１
木
曜
日
の
平
成
29
年
８
月
３
日
に

支
給
）

※
平
成
29
年
７
月
１
日
を
以
ち
ま
し
て

毎
月
、
月
末
を
締
め
切
り
と
し
、
翌
月

の
第
３
木
曜
日
を
支
給
日
と
し
ま
す
。

（
例
：
平
成
29
年
６
月
20
日
に
申
請
→

第
３
木
曜
日
の
平
成
29
年
７
月
20
日
に

支
給
）

（
例
：
平
成
29
年
６
月
30
日
に
申
請
→

て
い
る
方

　

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
、
療
育
手

帳
Ｂ
１
を
ど
ち
ら
も
所
持
し
て
い
る
方

　

④
児
童
・
更
生
相
談
所
よ
り
Ｉ
Ｑ
35

以
下
の
判
定
を
受
け
た
方

※
申
請
は
役
場
に
手
帳
、
印
鑑
、
保
険

証
、
通
帳
を
ご
持
参
し
お
越
し
く
だ
さ

い
。
既
に
登
録
、
助
成
を
受
け
て
い
る

方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
４

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

（
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
）
改
正
に
つ
い
て

　

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
４
月
診
療
分
か
ら
名
称

を
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
に
変

更
し
、
助
成
対
象
を
「
小
学
６
年
生
」

ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、

新
し
く
助
成
対
象
と
な
る
「
小
学
２
年

生
」
か
ら
「
小
学
６
年
生
」
に
な
る
子

ど
も
は
登
録
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
新
し
く
助
成
対
象
と

な
る
「
小
学
２
年
生
」
か
ら
「
小
学
６

年
生
」
に
関
し
て
は
平
成
29
年
４
月
診

療
分
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
は
役
場
に
手
帳
、
印
鑑
、
保
険

第
３
木
曜
日
の
平
成
29
年
７
月
20
日
に

支
給
）

　

申
請
書
の
締
切
日
、
支
給
日
の
変
更

に
伴
い
対
象
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
町
役
場　

保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
４

集
団
災
害
訓
練
開
催
の
お
知
ら
せ

　

龍
郷
町
で
は
交
通
事
故
を
想
定
し
た

集
団
災
害
訓
練
（
多
数
傷
病
者
対
応
訓

練
）
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

訓
練
で
は
、
住
民
に
対
し
迅
速
的
確
な

救
急
医
療
活
動
を
提
供
す
る
た
め
関
係

先
と
の
連
携
を
主
と
し
、
以
下
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
訓
練
名

　

平
成
29
年
度
龍
郷
町
集
団
災
害
訓
練

▼
日
時
…
平
成
29
年
９
月
９
日
（
土
）

　

10
時
～
12
時
（
小
雨
決
行
、
災
害
発

生
時
延
期
）

▼
訓
練
内
容
…
「
自
動
車
と
観
光
バ
ス

に
よ
る
交
通
事
故
」

　

①
訓
練
10
時
～
11
時

（
龍
郷
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

・
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
現
場
救
護
所

設
置
訓
練
、
多
職
種
連
携
訓
練
な
ど

　

②
検
討
会
11
時
～
12
時

（
龍
郷
町
り
ゅ
う
が
く
館　

１
Ｆ
講
堂
）

　

※
訓
練
、
検
討
会
は
見
学
自
由
で
す
。

▼
参
加
機
関
…
龍
郷
町
、
龍
郷
消
防
分

署
、
龍
郷
町
消
防
団
、
龍
郷
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
県
立
大
島
病
院
（
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
）、
奄
美
警
察
署
、
㈱
し
ま
バ
ス
、

エ
フ
エ
ム
た
つ
ご
う

※
集
団
災
害
と
は
、
「
地
域
の
救
急
医

療
体
制
に
お
い
て
、
通
常
業
務
の
範
囲

で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
多
数
の
重

症
者
を
伴
う
事
故
災
害
」
の
こ
と
で
す
。

▼
問
い
合
せ
先

　

龍
郷
消
防
分
署　

救
急
係

☎
０
９
９
７-

62-

２
６
１
１

不
妊
治
療
の
旅
費
の
助
成
に
つ
い
て

　

龍
郷
町
で
は
不
妊
治
療
（
体
外
受
精

及
び
顕
微
受
精
）
に
要
し
た
交
通
費
・

宿
泊
費
の
約
３
分
の
２
を
助
成
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
回
の
治
療

（
採
卵
か
ら
妊
娠
ま
で
、
ま
た
は
治
療

中
止
ま
で
）
に
つ
き
夫
婦
で
９
回
往
復

（
鹿
児
島
本
土
ま
で
の
飛
行
機
又
は
船
）

の
交
通
費
（
※
離
島
割
引
運
賃
）
と
、
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上
限
５
０
０
０
円
の
15
泊
分
の
宿
泊
費

の
約
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

①
鹿
児
島
県
が
実
施
す
る
「
鹿
児
島

県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
の
決
定
を

受
け
て
い
る
夫
婦

※
こ
の
事
業
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
名

瀬
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
０
９
９
７-

52-

５
４
１
１

　

②
龍
郷
町
に
住
所
を
有
し
た
日
以
降

の
交
通
費
・
宿
泊
費
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼
問
い
合
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７-

62-

４
５
１
４

高
額
療
養
費
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
70
歳
以
上
の

方
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

が
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
の
低
所
得
の
方
、

70
歳
未
満
の
方
の
自
己
負
担
限
度
額
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

国
民
健
康
保
険
係

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
４

　

町
民
税
務
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
３

小
型
充
電
式
電
池
の
処
分
方
法

　

以
前
、
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
小
型
充
電
式
電
池
が
原
因
と

み
ら
れ
る
発
火
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

充
電
式
電
池
を
引
き
取
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
資
源
有
効
利
用
促
進
法
で

は
、
小
型
充
電
式
電
池
の
回
収
・
再
資

源
化
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

処
分
に
つ
い
て
は
、
燃
や
せ
な
い
ご

み
に
出
さ
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
に

引
き
取
り
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店

　

ヤ
マ
ダ
電
機

　
　

奄
美
市
名
瀬
大
字
大
熊
字
鳩
浜

１
３
２
０-

１

☎
０
９
９
７-

54-

７
８
５
５

　

㈱
エ
デ
ィ
オ
ン
鹿
児
島
奄
美
店

　
　

奄
美
市
名
瀬
小
浜
町
３
０-

１

☎
０
９
９
７-

53-

６
２
１
１

※
小
型
充
電
式
電
池
と
は
…
充
電
式
電

池
の
こ
と
で
、
使
い
切
り
の
乾
電
池
と

は
違
っ
て
、
充
電
し
て
繰
り
返
し
使
え

る
の
が
特
徴
。
携
帯
電
話
や
コ
ー
ド
レ

ス
電
話
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
ゲ
ー

ム
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
に
使
わ
れ

　

　

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

②

　

　

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

(h
ttp

:/
/
w

w
w

.jb
rc

.c
o
m

/
)

▼
問
い
合
せ
先

　

生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
５
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
６
月
届
出
】

成
海　
　

朱しゅ
り莉

濵
山　
　

夏か
な凪

松
元　
　

颯はゆ
ま真

阿
世
知　

芽め
い依

山
田　
　

航こ
た
ろ
う
太
郎

（
敬
称
略
）

玉
里

幾
里

中
勝

大
勝

中
勝

保
護
者
名

博
幸

岳
志

ま
ど
か

竜
吉

貴
之

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
６
月
届
出
】

斉
藤　

正
道

日
比　

千
惠
子

中
村　

國
重

嵩
西　

常
助

満
元　

峰
子

静
原　

ツ
ユ

畠　
　

緑

藤
木　

照
枝

（
65
）

（
85
）

（
94
）

（
75
）

（
82
）

（
102
）

（
79
）

（
88
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

浦浦
（
愛
寿
園
）

円嘉
渡

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

手
広

玉
里

上
戸
口
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

   2（水） 世話焼きさん研修会 14：00 ～ りゅうがく館

   4（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

7（月）   保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館
9（水）  でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

10（木） 1 歳 6 か月児健診 13：00 ～ どぅくさぁや館
14（月）   保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

15（火）
 戦争犠牲者追悼式 10：30 ～ りゅうがく館隣
 じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区

16（水） 特定健診・長寿健診・がん検診結果報告会 14：00 ～ 嘉渡生活館
17（木）   乳児健診 12：30 ～ どぅくさぁや館

18（金）  

 保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

 特定健診・長寿健診・がん検診結果報告会
9：30 ～ 戸口地区振興センター

13：30 ～ 芦徳公民館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

21（月）   保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

22（火）
 特定健診・長寿健診・がん検診結果報告会

9：30 ～ 安木屋場公民館
11：30 ～ 円公民館
13：30 ～ 秋名コミュニティセンター

23（水）
14：00 ～ りゅうがく館

 おなかスッキリ運動教室 19：30 ～ どぅくさぁや館

24（木） 特定健診・長寿健診・がん検診結果報告会
9：30 ～ 中勝公民館

14：00 ～ 手広地区振興センター

25（金）

 かめのこクラブ 10：00 ～ どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～ りゅうがく館

 特定健診・長寿健診・がん検診結果報告会
9：30 ～ 赤尾木公民館

14：00 ～ 大勝生活館
28（月）   保健センター開放日（乳幼児対象） 10：00 ～ どぅくさぁや館

　

　

８

月

行

事

予

定

表

　

　

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

８
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

各
集
落
公
民
館
な
ど

午
後
２
時
よ
り
開
催

※
17
日
の
中
勝
は
正
午
よ
り
開
始

▼
楽
ら
く
体
操
教
室　

午
後
よ
り
開
催

秋
名
・
幾
里　

毎
週
木
曜　

上
戸
口　
　
　

毎
週
火
曜
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満一歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

　しげい       あやと　　 　　

Ｈ 28. 7.22　生

父 拓宏 / 母 佳奈子  赤尾木

重井　文音 くん

     おとの        にこ　　　　

Ｈ 28. 7.4　生

父 太希 / 母 梨奈  赤尾木

音野　丹杏 ちゃん

　ながい  　 あん　　    　　

Ｈ 28. 7.28　生

父 辰之 / 母 なぎさ  中勝

永井　杏 ちゃん

  ふくい         ほのか　　　　

Ｈ 28. 7.16　生

父 優 / 母 梓  大勝

福井　絆乃佳 ちゃん

    まるの      うた　 　　　

Ｈ 28. 7.29　生

父 農 / 母 杏奈  龍郷

丸野　詩 くん

 しらうち    なぎ　　　　

Ｈ 28. 7.13　生

父 和人 / 母 陽子  浦

白内　凪 くん

　ふじもと   しょうだい　　　　

Ｈ 28. 7.30　生

母 千裕  玉里

藤本　翔大 くん

     みなみ    ことは　　　　  

Ｈ 28. 7.15　生

父 豊伸 / 母 寿実  赤尾木

南　琴花 ちゃん

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

7
July
2017

うがみんしょうらん！
協力隊の村上です。梅雨明けしてすっかり夏ですね。シロアリが３回飛んで梅雨明けとの話、我

が家は初体験でした。家中にいるシロアリに初めは「虫こわい～！」と泣き叫んでいた息子 ( ２歳 )

が、最後の襲来には「虫いるよ！とって！」と冷静に私に指示していました。初めての経験を一

つ一つ乗り越えていく我が子をたくましく思います。さて、前回お話した”協働”について。秋名・

幾里では、体験滞在型観光の立ち上げを目指し、国指定重要無形民俗文化財「秋名アラセツ行事」

を活かしたモニタリングツアーの今秋開催を計画中です。ポイントは、「楽しむ」。無理矢理巻き

込まず、無理の無い内容で、集落が主体となって取り組むこと。これまで２回 / 月のペースで

プログラム作り等本番に向けた議論を重ねてきましたが、

皆さん忙しい中でも積極的に参加してくれています。ま

た、貴重な休みの日に、イベントや勉強会、視察などを

組み込んで申し訳ないと思いつつも、みなさんからの提

案も増え、前向きな姿が頼もしいです。初めての試みも”

協働”により徐々に形になってきたこの活動、これから

がとても楽しみです。

協 力 隊 通 信
龍郷町地域おこし協力隊コラム


